




図書カードネットギフトを配布します
（18歳以下の子ども対象）� 担当 生涯学習課

泉大津急性期メディカルセンターの診療科について
� 問合 市立病院事務局総務課　 0725・32・5622

物価高騰などで家計が影響を受ける中、継続的な読書活
動を支援するため、18歳以下の対象者に図書カードネット
ギフトを配布します。

■実施時期・配付方法
2月下旬から、対象者あてにゆうパックなど受け取りに押印か

署名が必要な方法で配布。

■対象者と図書カードの金額
令和5年11月30日時点で本市に住民登録があり、①②いずれか

にあてはまる人
①平成23年4月2日以降に生まれた人（小学生以下）…5,000円
②平成17年4月2日～平成23年4月1日に生まれた人…1万円

■図書カードの種類
図書カードネットギフト（市内書店でも使用可）

問合 図書カード配布事業コールセンター（ 0725・51・7611）

Ｑ＆Ａなど、
市ホームページはこちら

今年12月に開院を予定している泉大津急性期メディカル
センターの診療科についてお知らせします。
※�お知らせの診療科は現時点での予定であり変更となる可

能性があります。

令和6年12月、泉大津市立病院と府中病院は機能を再編・統合します。それ
に伴い、高水準の医療提供が可能な高度急性期病院として泉大津急性期メ
ディカルセンターを、現在の府中病院は回復期・地域包括ケアを担う病院へと
役割を変え、それぞれが専門性を高め、安全で安心な医療提供を目指します。

泉大津急性期メディカルセンターが誕生します
救急病院の
機能向上に
期待してね！

詳しくはこちら

急性期メディカルセンターの各種
情報を掲載しています。

■�泉大津 
急性期メディカルセンター 
特設サイト案内

■診療科（25科）
内科
消化器内科

循環器内科
呼吸器内科

血液内科
内分泌内科

脳神経内科

外科
消化器外科
呼吸器外科

乳腺外科
整形外科

脳神経外科
心臓血管外科

形成外科
肝胆膵外科

婦人科
泌尿器科

皮膚科
放射線科

救急科
麻酔科

病理診断科
放射線治療科

リハビリテーション科
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UKKウォークテスト参加者募集！（市民対象）
～ウォーキングであなたの“本当の持久力”がわかる！〜� 担当 成長戦略課

大阪大学と大阪体育大学がUKKウォークテストを実施します。
UKKウォークテストとは、フィンランドの身体活動研究所で開発

された市民の運動・身体活動を促進するための持久力テストです。
このテストでは、一定のペースで2㎞を早く歩くだけで持久力を

高精度に推定することができます。また、テストの結果から、個人の
体力や目的に合ったウォーキング方法のアドバイスを藤田教授を
はじめとした専門家から受けることができます。

希望者にはウォーキング中の“最大酸素摂取量”を実測するオプ
ションもあります。

講師 �大阪大学 藤田 和樹氏
大阪大学全学教育推進機構 教授
医学系研究科スポーツ医学

【共通項目】
対象 �20～74歳で歩行能力に問題のない健康な市民　
申込 �二次元コードから
問合 �大阪大学全学教育推進機構（担当 藤田） 

�info.ukk.walktest@gmail.com

泉大津市商工業振興ビジョン（案）
社会経済状況や産業構造の変化を踏まえ、特に商業と工業に焦点を当て

て、泉大津市の目指すべき商工業振興の方向性や具体的な施策を掲げるこ
とを目的に「泉大津市商工業振興ビジョン」を策定します。

募集期間 2月22日（木）～3月21日（木）
閲覧場所 �市ホームページ、情報公開コーナー（市役所1・4階）、地域経済課窓口、図書

館シープラ、南・北公民館、総合体育館
提出方法 �住所、氏名、ご意見を記入の上、地域経済課へ持参、郵送、ファクス、メール、

閲覧場所に設置の回収箱への投函のいずれかで提出してください。
※様式不問・電話受付不可。

宛先 �郵送：〒595-8686（住所記載不要）地域経済課 
0725・32・6000 
keizai@city.izumiotsu.osaka.jp

パブリックコメント募集� 問合 地域経済課

市パブリックコメント
一覧ページ

UKKウォークテスト 最大酸素摂取量テスト
日時 �2月12日(祝)、3月10日（日）・16日（土） 

午前の部：午前10時30分～午後1時 
午後の部：午後1時30分～4時

場所 シーパスパーク　定員 各回10人

日時 �2月18日（日）、3月17日（日） 
午前の部：午前10時～午後0時30分 
午後の部：午後1時30分～4時

場所 �大阪体育大学（泉南郡熊取町朝代台1-1）

UKKウォークテスト
申込フォーム

最大酸素摂取量テスト
申込フォーム
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衣服や繊維製品にまつわる思い出、感動したことなどを
テーマとしたエッセイで「繊維のまち・泉大津」を広くPR
するために創設した第12回「泉大津市オリアム随筆（エッ
セイ）賞」の受賞作品が、全国から応募のあった243点の作
品の中から選考されました。

選考は、難波利三氏、有栖川有栖氏、玉岡かおる氏、吉村
萬壱氏の4氏により行われ、白熱した議論の結果、「オリア
ム随筆賞（最優秀賞）」を含む上位6作品と、特別賞である

「泉大津市長賞」を最終決定しました。入賞全作品は市の
ホームページに掲載しています。

また、3月16日（土）にテクスピア大阪で受賞者の表彰式
および、選考委員をパネリストに迎えた文学フォーラム

「オリアムエッセイ教室2024」の開催を予定しています。
※詳細が決まり次第、市ホームページでお知らせします。

※�年齢は受賞作品が発表された 
令和6年1月4日時点のものです。

受賞者一覧（敬称略）
賞 賞金 作品タイトル 氏名・年齢

オリアム随筆賞
（最優秀賞） 50万円 毛布の涙 本田 美徳（61）

優秀賞 5万円 藍染の手ぬぐい 長谷川 潤(63）
優秀賞 5万円 奇跡の通園かばん 後藤 里奈(35）
佳作 3万円 アゲハ蝶 池永 恵子（63）
佳作 3万円 父の昔話 浅野 憲治（66）
佳作 3万円 絹の小風呂敷 森 あき（49）

泉大津市長賞 市特産品
2万円相当 毛布と私 加納 博子(59）

受賞作品
掲載ページ

最優秀作の『毛布の涙』は、あれだけの被害と悲
劇をもたらした東日本大震災も、年々記憶は薄れ
ゆく。だがこの人にしか書けない体験は、確実に
フィードバックさせる記録文学になっている。

優秀賞『藍染の手ぬぐい』は、ドラマのような巡
り合わせだが、少年を励まそうと与えた藍染めの
手拭いの、褪せた色のかげんが効いている。歳月

は偉大。『奇跡の通園かばん』は、こちらもドラマのような巡り合わ
せ。奇跡という言葉がおおげさにも感じたが、少年の成長を見届けら
れなかった母親に代わって注ぐまなざしが暖かく、余韻が残った。

佳作『アゲハ蝶』は、亡き人の気配をふと近くに感じる時。それをア
ゲハ蝶に象徴させた感性が響く。『父の昔話』は、一つの時代に区切り
をつけようとするのに、父は是非を告げず、よき思い出だけを語って
きかせる。場面が目に浮かぶようだった。『絹の小風呂敷』は、結婚の
しきたりに寄せる思いの、今、昔。明るい筆致に好感が持てた。

泉大津市長賞『毛布と私』は、毛布工場のある町の景色を、視覚だけ
でなく音でも綴った。テンポもいい。

最優秀賞『毛布の涙』は、書き出しが大袈裟だと
思いつつ、読み進めるうちにぐいぐい引き込まれ、
気がつくと自分の涙腺も完全に弛んでいた。遺族
支援という苛酷な任務の実態が生々しく描かれ、
非業の悲しみと寄り添う人間愛が胸を打つから
だ。貴重な記録としても遺したい作品である。

優秀賞『藍染の手ぬぐい』は、出来過ぎた美談仕
立てではないかとの邪念をふと覚えるが、読後の感動がそれを払拭
する。凛々しく成長した若者の姿が目に浮かぶ。『奇跡の通園かばん』
は、文章がこなれて読み易く、描写も丁寧で二つのかばんが見えるよ
う。そのかばんで偶然結ばれた絆がしんみりと、後味良く伝わる。

佳作『アゲハ蝶』は、的確な文章で随所にリアル感が漂い、黒のイ
メージも効果的で兄妹の深い情が偲ばれる。『父の昔話』は、丁寧言葉
の書き方が内容に相応しく、心に響く。ラストに微かな希望が差すの
もいい。『絹の小風呂敷』は、切り口が新鮮で全編に明るさが漲り、意
外性が楽しい。読後、つい笑みがこぼれてくる。

泉大津市長賞『毛布と私』は、どこかユーモラスな筆運びが好まし
く、愛すべき祖父像が鮮明で結末も決まっている。

冬の寒さがよく似合うオリアム随筆賞。
最優秀賞の『毛布の涙』は、文章の巧拙を超え

た事実の重みが、圧倒的に迫ってくる作品。遺族
は初対面がいちばん辛く、二回目以降は落ち着く
といった冷静でリアルな筆が涙を誘う。

優秀賞『藍染の手ぬぐい』は、ドラマのような
よい話。藍染の手ぬぐいに劣らず、ぜんざいもま

たいい仕事をしていた。『奇跡の通園かばん』は、この話自体は感動的
だが、この幼稚園の制度、奇跡よりも悲喜劇の方が多いのではないか
と、ちょっと勘ぐってしまった。

佳作『アゲハ蝶』は、亡き兄の一言がずっと引っかかって後悔して
いた思いが、兄に貰ったショールの温もりで溶けていく。読むほどに
心に沁みる作品。『父の昔話』こちらも『藍染の手ぬぐい』同様ドラマの
ようなよい話。商店街ならではの人情味が伝わってきた。『絹の小風呂
敷』は、今回この作品が最も布が主役に立っていると思い、私の中では
一番だった。物言わぬ小風呂敷が生きている。さりげないその存在感。

泉大津市長賞『毛布と私』は、こんなかたちで毛布の効用を記した
文章を初めて読んだ。ラストの一文も洒落ていた。

最優秀作の『毛布の涙』は、東北の被災地での
苛烈な体験を生々しく書き抜いており、強い作品
になった。毛布の描き方にもはっとさせられ、全
体的に記録性も感じる。

優秀作は二編。『藍染の手ぬぐい』は感情表現
に抑制が利かせたことで(「込み上げるものが
あった」で充分)、かえって読む者の心に響く。一

方、『奇跡の通園かばん』には日常の中での劇的なめぐり合わせと。そ
の中で動いた作者の気持ちが細かく素直に綴られている。

佳作三編のうち、『アゲハ蝶』はまず文章が優れており、切り取られ
たエピソードも印象深い。亡き兄に寄せる作者の想いがしみじみと
伝わってくる。『父の昔話』は、九十歳の父親が昔話を聞かせてくれた
後、「それ以上何も言いませんでした」というのがポイント。『絹の小
風呂敷』は、帯を買うはずが小風呂敷になり、さらにそれが……とい
う展開が面白く、興味深い。

泉大津市長賞の『毛布と私』は、ユーモアを交えて「毛布の良い点」
が語られ、楽しく読めた。

選考委員による選評

難波 利三氏

玉岡 かおる氏 吉村 萬壱氏

有栖川 有栖氏

第12回「泉大津市オリアム随
エッセイ

筆賞」が決定しました！� 問合 地域経済課
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。生
き
て
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
た
の
に
現
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

だ
。だ
が
、一
度
対
面
を
果
た
す
と
、と
に
か
く
安
ら
か
に

眠
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。だ
か
ら
二
回
目
以
降
は
静
か
に

語
り
か
け
ら
れ
る
遺
族
が
多
か
っ
た
。

翌
日
、彼
の
家
族
と
共
に
お
迎
え
に
来
た
彼
女
も
そ
う

だ
っ
た
。私
に
向
か
っ
て
静
か
に
い
わ
れ
た
。「
昨
日
、お

巡
り
さ
ん
に
、『
泣
い
て
も
い
い
よ
』
っ
て
い
わ
れ
て
少
し

だ
け
楽
に
な
っ
て
。彼
に
も
、『
泣
い
て
よ
か
っ
た
ん
だ
よ

ね
』
っ
て
い
い
ま
し
た
。派
遣
も
終
わ
り
な
ん
で
す
ね
。本

当
に
お
世
話
様
で
し
た
」

思
わ
ず
奥
歯
を
噛
み
し
め
て
無
言
で
敬
礼
を
返
し
た
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
双そ

う
ぼ
う眸

か
ら
涙
が
零こ

ぼ

れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

派
遣
が
終
わ
れ
ば
私
達
は
日
常
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
彼
女
は
、遺
族
は
、こ
の
地
で
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
泣
い
て
あ
げ
て
下
さ
い
」と
い
っ
た
私
に
彼

女
は
感
謝
ま
で
し
て
く
れ
た
。逆
に
問
い
た
か
っ
た
。「
何

故
、哀か

な

し
み
の
極
限
で
そ
ん
な
に
人
に
優
し
く
な
れ
る
の

で
す
か
」と
。そ
れ
か
ら
間
も
な
く
こ
の
派
遣
も
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
た
。

帰
任
す
る
日
。車
内
か
ら
敬
礼
す
る
私
達
を
東
北
の
遅

く
花
を
つ
け
る
桜
と
共
に
、多
く
の
住
民
の
方
や
現
地
の

警
察
官
達
が
涙
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。

帰
り
の
車
内
で
眠
る
際
、あ
の
赤
い
毛
布
を
頭
か
ら

被
っ
て
目
を
瞑つ

ぶ

っ
た
。す
る
と
寄
り
添
っ
た
遺
族
の
顔
が

次
か
ら
次
へ
と
浮
か
ん
で
き
て
、い
つ
の
間
に
か
嗚お

え
つ咽

し

て
い
る
自
分
が
い
た
。暖
か
な
毛
布
の
中
の
空
気
は
私
の

涙
と
吐
息
で
更
に
熱
く
な
っ
て
気
化
し
、遂
に
は
水
滴
と

な
っ
て
顔
の
上
に
舞
い
戻
っ
て
く
る
。そ
う
、ま
る
で
毛
布

自
身
が
泣
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

毛
布
の
涙
。緊
張
が
続
い
た
派
遣
が
終
わ
り
、哀あ

い
れ
ん憐
の
極

地
だ
っ
た
あ
の
安
置
所
で
の
出
来
事
を
車
内
で
思
い
返
し

た
。子
供
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
た
お
母
様
。辛
い
中
を
最
後
は

ご
遺
体
を
自
分
の
子
だ
と
認
め
ら
れ
た
お
父
様
。あ
の
婚

約
者
を
亡
く
さ
れ
た
女
性
。

毛
布
の
涙
の
意
味
が
や
っ
と
分
か
っ
た
。私
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
て
い
た
毛
布
が
一
緒
に
泣
い
て
く
れ
た
の

だ
。そ
し
て
十
二
年
の
歳
月
を
経
て
、も
う
一
つ
分
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。あ
の
東
日
本
大
震
災
で
行
っ
た
遺
族
支

援
は
任
務
で
は
な
く
、一
人
の
人
間
と
し
て
の
寄
り
添
い

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
。

　
　
毛
布
の
涙

　 

本
田 

美
徳
・
大
阪
府
寝
屋
川
市

◆最優秀賞作品

第12回「泉大津市オリアム随
エッセイ

筆賞」が決定しました！� 問合 地域経済課
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福祉バスが相互利用可能に
泉大津市：ふれあいバス、高石市：らくらく号、忠岡町：福祉バス� 問合 福祉政策課

もんとパーク
南海泉大津駅

北 側 の 高 架 下
にある「もんと
パーク」は、アー
チ広場や芝生ス
テージがあり、
誰でも気軽に遊
ぶことができる
広場です。キッ
チンカーの出店
やイベント開催も、雨
を気にせず行うことが
出来ます。お気軽にお
問い合わせください。
場所 �泉大津市東雲町251-1 

（南海本線高架下）
問合 泉大津市都市づくり政策課

0725・33・1131

高師浜総合運動施設

野 球 場、運 動 広 場、テ ニ ス 場、ス
ケートボード場で構成される多世代
が集い楽しめるスポーツ活動の拠点
施設です。今月には、3×3バスケット
ボール場が完成。ナイ
ター設備も整っている
ので、ぜひご利用くだ
さい。
場所 高石市高師浜丁8
問合 羽衣はまゆうグループ

072・262・7966

忠岡町文化会館
公民館と図書

館を兼ね備え、
地域の生涯学習
の場として中心
的な役割の施設
です。料理教室
などの各種講座や手芸や踊りなどの
多様なクラブ活動が行われています。

1階ロビーでは、作品を展示するこ
とができます（個人・グループ・町外の
人でも可）。詳しくは、お問い合わせ
ください。
開館日時

水～土曜日：午前9時～午後9時
日曜日：午前10時～午後6時
場所 忠岡町忠岡南1-18-17
問合 忠岡町文化会館

0725・33・1151

泉大津市・高石市・忠岡町の気になる情報をお届けします！

泉大津市 高石市 忠岡町

2市1町広域連携企画

〈ヒント〉
今月は「バレンタインおづみ

ん」が登場！「 バレンタインお
づみん」は、情報かわら版のイ
ベントが気になるみたい。

WANTED広報いずみおおつの毎号の表紙に、季節の
姿に変身したおづみんが登場しているのを
知っていますか？

紙面のどこかに、表紙と同じスペシャルお
づみんが隠れているから、探してみてね。答え
はおづみんX（旧Twitter）でお知らせします。

紙面のどこかにスペシャルおづみんが隠れています！#おづみんを探そう！#おづみんを探そう！

おづみんX（旧Twitter） @ozuminofficial

2市1町広域連携

泉大津市・高石市・忠岡町の住民が、それぞれの福祉バ
スを利用することができるようになりました。

高石市、忠岡町のコースや時刻表などは、福祉政策課
窓口または、各市町のホームページでご確認ください。

対象 �60歳以上の人、障がい者手帳を持っている人、妊産婦、乳
幼児連れの人、対象者の介添え者など
�車いすを利用する人は、介添え者と一緒に乗車を 
お願いします。
なお、詳細は、各市町にお問い合わせください。

利用料 無料

忠岡町高石市泉大津市

各市町のホーム
ページはこちら
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弥生学習館がリニューアルオープン！� 問合 弥生学習館 0725・20・1841

昨年9月から大規模改修を進めてきた池上曽根
弥生学習館が、3月1日（金）にリニューアルオープ
ンします！

より楽しく学べる施設をめざします。
詳しくは、ホームページ、SNSでご確認ください。

リニューアル記念の「ふれあいまつり」では、楽しいワー
クショップが盛りだくさん！体験しながら学べるブースが
いっぱいです。クイズラリーもあるのでお楽しみに。

60歳以上の
会員さん&お仕事

3月20日（祝）ふれあいまつり開催

〈ワークショップ〉みんなで火おこし＆土器炊飯しよう
日時 3月20日（祝）午前11時〜午後1時
場所 体験のひろば(池上曽根弥生学習館敷地内)　
定員 先着20組（事前予約）
持物 �洗った白米1合または2合（組ごとに炊飯、試食するの

で食べられる分を持参。持ち帰りはできません）。
申込 �2月24日(土) ～3月16日(土)午後5時までに代表者の

氏名・住所・電話番号・参
加人数をメール（件名：
ワークショップ申込・火
おこし炊飯）
�gakusyukan-moushikomi@
city.izumiotsu.osaka.jp

ホーム
ページ

X
（旧Twitter）

公益社団法人　泉大津市シルバー人材センター
〒595-0026　大阪府泉大津市東雲町9番12号

お気軽に
お電話ください

おづみん

0725･23・1007
●公園・施設などの除草・清掃
作業後の綺麗になった現場を見るとや
りがいを感じます。

●工場内の食堂や風呂場などの清掃
さまざまな人たちとの出会いがあり、希望す
る時間で働けるので健康にもつながります。

●個人宅の清掃
自分の体力・能力に応じて働け、利用者
にも喜んでもらえることが嬉しいです。

●工場内で製品加工
多くの友人ができ、カラオケやゴルフ、食事な
どプライベートも、とても充実しています。

仕事の内容と
会員の声

求む！

チエブクロー

3月25日（月）までに入会される人を対象にキャンペーンを
実施中です。

キャンペーンのお問い合わせは、シルバー人材センターへ。
対象 初めて入会する人（入会説明会の受講が必要）
定員 先着30人　特典 年会費と同額の商品券を進呈
申込 3月25日（月）までにシルバー人材センター

入会説明会の日程 （事前予約制）
2月9日（金）午前10時～ 
2月22日（木）午後1時30分～ 
3月14日（木）午前10時～ 
3月21日（木）午後1時30分～

場所 いずれも総合福祉センターを予定

開
催
日
時

入会キャンペーン 令和5年度の年会費が実質無料！
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